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各常任委員会では付託された議案について審査を行いました。主な内容は、次のとおりです。

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
は
「
平

成
25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計
予
算
」
等
24
件
で
あ

り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決

す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

審
査
に
先
立

ち
新
観
音
坂
ト

ン
ネ
ル
工
事
及

び
神
照
運
動
公

園
プ
ー
ル
整
備

工
事
の
現
場
視

察
を
行
い
、
進

捗
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度

一
般
会
計
予
算
の
主
な
も
の
は
、
ま
ち
な
か
居
住

推
進
事
業
、
長
浜
駅
周
辺
整
備
事
業
、
花
と
観
音

の
里
・
奥
び
わ
湖
づ
く
り
事
業
等
の
集
客
人
口
の

拡
大
に
向
け
た
観
光
施
策
事
業
等
で
す
。

▼
条
例
の
改
正
は
、
旧
浅
井
地
域
、
旧
湖
北
町
地

域
の
水
道
事
業
を
長
浜
水
道
事
業
団
に
移
管
す
る

こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
改
正
及
び
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
使
用
料
を
公
共
下
水
道
使
用
料
の
体

系
に
統
一
す
る
た
め
の
改
正
等
で
す
。

▼
当
委
員
会
か
ら
「
環
太
平
洋
経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

駅
周
辺
整
備
・
観
光
施
策
事
業
の
充
実

産
業
建
設
常
任
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
は
「
平

成
25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計
予
算
」
ほ
か
特
別
会

計
・
事
業
会
計
予
算
等
19
件
、
請
願
１
件
の
計
20

件
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
主
な
も
の
は
、
環
境

保
全
対
策
事
業
、
福
祉
医
療
助
成
事
業
、
し
ょ
う

が
い
福
祉
施
設
設
備
支
援
事
業
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
事
業
、
保
健
福
祉
複
合
施
設
整
備
事
業

等
で
す
。

▼
条
例
改
正
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

及
び
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
に
係
る
公
共
施
設
の
使
用
料
に

つ
い
て
規
定
す
る
た
め
の
一
部
改
正
等
で
す
。

▼
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出
の
増
大
等
に
よ

り
、
家
庭
に
お
け
る
育
児
環
境
は
脆
弱
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育

成
・
安
全
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
は
開
設
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
規
開
設
や

地
域
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
運
営

費
の
助
成
等
に
よ
り
充
実
を
図
ら
れ
ま
す
。

▼
当
委
員
会
か
ら
「
湖
北
献
血
ル
ー
ム
廃
止
の
白

紙
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
の
充
実

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
は
「
平

成
25
年
度
長
浜
市
一
般
会
計
予
算
」
等
24
件
で
あ

り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
ま
た
は

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
「
米
軍

関
係
者
に
よ
る
事
故
・
事
件
に
お
け
る
第
１
次
裁

判
権
放
棄
の
密
約
の
破
棄
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
を
日
本
政
府
に
求
め
る
請
願
」
は
趣
旨
了
承
と

決
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
と
し
て
、
各
支
所
庁
舎
利
活
用
に
か

か
る
整
備
費
用
、
各
小
中
学
校
の
体
育
館
補
修
整

備
や
耐
震
化
、
空
調
設
備
費
用
等
に
関
す
る
諸
議

案
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
予
算
の
子
育
て
や
教
育
、

防
災
、
行
政
改
革
、
地
域
振
興
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
事
業
を
審
議
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。（
紙
面
の
関
係
上
割
愛
し
ま
す
が
、
詳
細

は
長
浜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

長
浜
市
に
つ
い
て→

行
政
情
報→

財
政
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
条
例
改
正
は
、
多
文
化
共
生
・
国
際
交
流
ハ
ウ

ス
条
例
の
制
定
や
職
員
手
当
・
退
職
手
当
条
例
、

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

▼
そ
の
他
、
き
の
も
と
交
遊
館
の
指
定
管
理
、
国

土
利
用
計
画
等
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

▼
そ
の
他
、
議
案
以
外
の
協
議
事
項
と
し
て
、
公

民
館
の
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
予
算
等
を
審
議

総
務
教
育
常
任
委
員
会

新観音坂トンネル工事現場

各常任委員会の報告各常任委員会の報告
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今定例会では２０人の議員が個人一般質問に立ち市政を質しました。主な質問と答弁の内容を
発言順に掲載しています。

長浜新川の状況

し
ょ
う
が
い
者
の
自
立
、
就
労
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

本
法
律
の
施
行
に
あ
た
り
、
施
設
、
関
係
者
へ
の
周

知
、
必
要
な
措
置
の
取
り
組
み
を
問
う
。

こ
の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
優
先
調
達
推

進
法
」
の
と
お
り
、
物
品
等
の
調
達
方
針
の
策
定
と
公
表
、

調
達
実
績
の
公
表
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も

沿
う
も
の
と
す
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
施
設

の
販
売
物
品
や
役
務
情
報
を
公
開
し
、
広
く
一
般
に
呼
び

か
け
る
。
周
知
だ
け
で
は
十
分
と
言
え
ず
、
発
注
側
の
意

識
付
け
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
し
ょ
う
が
い
者
施
設
の

物
品
や
役
務
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
提
供
と
要
請
を
市
組

織
全
体
に
強
く
働
き
掛
け
る
こ
と
や
施
設
と
発
注
側
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
担
当
課
が
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
る
。

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
事
業
と
老
朽
化
対
策
、
国

の
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
の
活
用
に
つ
い
て

屋
内
運
動
施
設
等
の
点
検
、
対
策
を
平
成
25
年
度
中

に
完
了
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

「
屋
内
運
動
場
等
の
天
井
に
係
る
診
断
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
」
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
早
期
に
総
点
検
の
完
了

を
目
指
し
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
問
う大

規
模
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
体
育
館
等
の
老
朽

度
を
考
慮
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
長
寿
命
化

改
良
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

「
い
じ
め
」
の
早
期
発
見
や
予
防
、
さ
ら
に
「
学
力

向
上
」
に
求
め
ら
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
全
小
中
学
校
と
１
園

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
し
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
学
習
・
行
事
、
体
験
、
安
全
等
の
分
野
で
地
域
の

人
に
直
接
教
育
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
１

校
平
均
76
回
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
人
材
を
活
か
し
た
取
り
組

み
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

長
浜
新
川
の
改
修
に
つ
い
て

長
浜
新
川
築
造
当
時
に
謳
っ
た
「
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
る
美
し
い
河
川
」
は
何
時
ご
ろ
完
成
す
る
の
か
を
問

う
。

県
は
必
要
に
応
じ
て
適
切

に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

当
面
は
現
行
の
整
備
水
準
を
維

持
す
る
。
本
格
的
改
修
に
は
、

ま
だ
時
間
を
要
す
る
。
本
市
と

し
て
は
、
計
画
当
時
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
示
し
た
と
お
り
の
長

浜
新
川
が
一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
県
に
強
く
働
き
か

け
て
い
く
。
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
対
応
し

て
い
た
だ
く
よ
う
今
後
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。
さ
く
ら

橋
下
流
の
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
来
年
度
以
降
整
備
に
か
か
る
計
画
が

さ
れ
て
い
る
。
完
成
の
暁
に
は
広
報
す
る
。

問問

問

答答 問答

答問答

東
　
久
雄
議
員

（
公
明
党
）

脇
阪
　
宏
一
議
員

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21)



地
域
の
課
題
と
市
の
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
域
か
ら
『
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
』
が
な
く
な
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
お
ら
れ
る
か
。
ま
た
、

市
と
し
て
支
援
が
で
き
な
い
の
か
問
う
。

地
域
に
給
油
所
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
早
い
段
階
で
関
係

各
課
と
協
議
し
、
支
援
の
方
法

も
研
究
し
て
い
く
。

災
害
時
の
燃
料
調
達
に
つ

い
て
、
現
在
の
『
長
浜
市
地
域

防
災
計
画
』
で
は
、
十
分
な
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

燃
料
等
の
確
保
に
つ
い
て
は
次
回
計
画
の
改
訂
時
に

項
目
を
含
め
見
直
す
。

長
浜
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
、
そ
れ
を
担
う
人
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
地
域
づ
く
り
が
大
切
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
問
う
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
利
用
料
を
安
く
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
25
年
度
に
、『
長
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
』
を

策
定
し
、『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
い
つ
ま

で
も
』
気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
基
盤
づ
く

り
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
施
設
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
施
設
の
管
理
を
地
域
の
団
体
に
指
定
管

理
し
て
い
く
中
で
、
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問問問 答答答
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松
本
　
長
治
議
員

（
新
し
い
風)

2024
年
滋
賀
県
国
体
を
見
据
え
た
市
内
社
会
体
育
施

設
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

市
と
し
て
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

知
事
の
開
催
誘
致
表
明
を
受
け
、
市
と
し
て
も
健
康

づ
く
り
や
青
少
年
健
全
育
成
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
た
い

へ
ん
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
他
市
町
と

と
も
に
協
力
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

市
内
社
会
体
育
施
設
と
必
要
と
な
る
大
型
複
合
施
設

の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
施
設
の
耐
震
化
が
平
成
26
年
度
で
完
成
す
る
予

定
で
あ
る
。
社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
も
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
施
設
か
ら
優
先
的
に
順
次
改
修
を
進
め
て
い

く
方
針
で
あ
る
。
国
体
開
催
を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
計
画
や
大
型
複
合
施
設
の
整
備
計
画
は
、
今
後
の
県

準
備
組
織
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
緑
化
推
進
事
業

お
よ
び
対
策
に
つ
い
て

駅
前
整
備
や
新
庁
舎
等
、
公
共
施
設
整
備
に
伴
う
緑

化
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

新
庁
舎
は
芝
生
や
植
樹
等
に
よ
り
約
１
千
㎡
の
緑
地

や
水
辺
空
間
を
設
け
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
駅
前
周
辺
や
中
心
市
街
地
は
、
緑
が

不
足
し
て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
緑
化
推
進
重
点
地
区

と
位
置
付
け
、
街
路
樹
等
の
緑
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
市
民
団
体
等
の
関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
や
人
材
育
成
に
努
め
、
身
近
な
緑
化
も
推
進
し

た
い
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
対
策
の
今
後
に
つ
い
て

①
本
市
の
施
策
に
ど
う
位
置
づ
け
て
展
開
し
て
い
く

考
え
か
市
長
の
見
解
、
②
国
や
県
管
理
の
各
ト
ン
ネ
ル
の

点
検
報
告
及
び
本
市
か
ら
の
要
望
の
有
無
、
③
市
管
理
の

各
橋
梁
の
長
寿
命
化
年
次
計
画
の
内
容
及
び
財
源
の
見
通

し
、
④
国
の
工
事
計
画
代
行
の
制
度
利
用
の
考
え
に
つ
い

て
問
う
。

①
老
朽
化
道
路
施
設
の
改
築
・
修
繕
は
急
務
で
国
の

制
度
や
補
正
予
算
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。
②
国
・
県
で

点
検
調
査
は
実
施
済
み
で
危
険
事
象
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
市
の
意
見
を
添
え
要
望
を
し
て
い
る
。
③
25
年
度
に

修
繕
の
計
画
を
策
定
し
今
後
10
年
間
で
修
繕
及
び
架
け
替

え
を
実
施
、
国
の
各
交
付
金
を
財
源
と
す
る
。
④
現
有
職

員
の
対
応
困
難
も
想
定
し
、
今
後
国
の
基
準
や
県
の
動
向

を
注
視
す
る
。

妊
産
婦
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

①
妊
産
婦
に
対
す
る
本
市
で
の
取

組
、
②
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
の
普
及

及
び
啓
発
の
取
組
、
③
産
前
・
産
後
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
導
入
、
④
災
害
時
に
お
け
る

妊
産
婦
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

①
各
相
談
の
受
付
、
講
座
の
開
催
、
訪
問
指
導
に
よ

る
支
援
等
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
②
現
在
妊
婦
全
員

に
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
周
知
・
啓

発
を
図
っ
て
き
た
。
③
家
事
支
援
が
必
要
な
場
合
の
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
を
こ
の
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
く
。
④
災
害
時

要
援
護
者
と
位
置
づ
け
し
、
必
要
な
保
健
支
援
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
。

問問 答問答答

問問 答答

落
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現
市
役
所
跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
役
所
は
、
平
成
26
年
度
末

に
移
転
が
完
了
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
速
や
か
に
解
体
し
、
土
地
活

用
を
す
べ
き
で
あ
る
。
児
童
館
を

中
心
と
し
た
長
浜
公
民
館
と
図
書

館
お
よ
び
周
囲
の
施
設
を
取
り
入

れ
た
総
合
施
設
や
駐
車
場
と
し
て

の
活
用
な
ど
、
跡
地
利
用
の
意
向

を
問
う
。

現
庁
舎
は
新
庁
舎
完
成
後
に
解
体
す
る
。
平
成
27
年

１
月
か
ら
着
手
し
、
期
間
は
５
か
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

解
体
費
用
は
新
庁
舎
整
備
費
に
含
ん
で
い
る
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

利
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

昨
年
末
に
「
子
ど
も
子
育
て
関
連
三
法
」
が
成
立
し

た
。
本
市
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
「
新

シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
実
施
に
向

け
、
平
成
26
年
度
中
に
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
す
る
た
め
、
子
育
て
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
平
成
25
年
度
中
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。「
次
世
代
育
成
推
進
協
議
会
」
と
の
調
整
を
図

り
、
国
の
指
針
に
沿
っ
た
「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

完
全
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
サ
ー

ク
ル
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
内
の
小
学
校
で
は
、
エ

コ
サ
ー
ク
ル
対
応
素
材
の
体
操

服
を
県
内
で
一
番
多
く
採
用
し

て
い
る
。
環
境
教
育
の
推
進
と

実
践
と
し
て
、
県
下
初
の
活
動

へ
の
取
り
組
み
を
本
市
で
進
め

る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

体
操
服
の
変
更
を
し
な
く

て
も
エ
コ
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参

加
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
収
集
運
搬
等
に
取
り
組
む
た
め
の
課
題
に
対
応
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

市
立
病
院
と
国
保
直
営
診
療
所
の
運
営
管
理
組
織

の
一
元
化
に
つ
い
て

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
等
し
く
提
供

し
て
い
く
た
め
、
国
保
直
営
診
療
所
、
へ
き
地
医
療
の
体

制
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
病
院
管
理
者
を
長
浜
地
域
医

療
管
理
者
と
し
て
医
療
専
門
組
織
の
体
制
を
整
え
、
医
師

確
保
な
ど
山
積
す
る
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
当
局
の
考
え
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
・
市
民
生
活
部
の
２
部
局
間
で
の
管
理

体
制
で
は
弊
害
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
組
織
の
一
元
化

は
課
題
解
決
に
効
果
が
上
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
医
師
確

保
等
に
も
よ
り
対
応
し
や
す
い
と
考
え
て
お
り
、
組
織
を

一
元
化
し
て
い
く
。

「
体
罰
」
は
何
故
な
く
な
ら
な
い
の
か

勝
利
至
上
主
義
が
体
罰
の
温
床
と
言
わ
れ
、
文
科
省

は
、
こ
こ
10
年
間
で
毎
年
400
人
前
後
、
体
罰
を
理
由
に
教

職
員
を
処
分
し
、
そ
の
う
ち
３
割
が
部
活
動
で
あ
り
、
氷

山
の
一
角
と
言
わ
れ
て
い
る
。
元
巨
人
軍
の
桑
田
真
澄
氏

は
、
時
代
に
合
っ
た
指
導
法
が
必
要
で
あ
り
、
体
罰
は
一

番
卑
怯
で
、
指
導
者
と
し
て
は
失
格
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
体

力
・
技
術
力
・
精
神
力
が
必
要
で
あ
り
、
根
性
で
は
勝
て

な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
体
罰
は
「
禁
じ
手
」「
犯
罪
行

為
」
で
あ
る
の
で
、
教
育
現
場
か
ら
一
掃
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

指
導
と
い
う
名
の
下
に
具
体
的
苦
痛
を
伴
う
行
為
、

体
罰
は
人
権
の
否
定
で
あ
る
。
学
校
教
育
法
第
11
条
に

「
児
童
生
徒
に
体
罰
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る
。
体
罰
で
教
職
員
を
処
分
し
た
事
例
は
な
い
が
、

体
罰
根
絶
の
た
め
に
指
導
を
徹
底
す
る
。

市
立
長
浜
・
湖
北
病
院
医
師
不
足
は
深
刻

医
師
・
看
護
師
不
足
、
勤
務
医
の
過
密
・
長
時
間
労

働
・
有
給
休
暇
の
消
化
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

医
師
不
足
は
全
県
的
な
も
の
だ
が
、
湖
北
・
湖
西
地

域
で
は
特
に
救
急
や
産
科
・
小
児
科
・
精
神
科
・
麻
酔

科
・
内
科
が
不
足
し
て
い
る
。
医
師
の
１
カ
月
１
人
当
た

り
の
最
高
時
間
外
勤
務
は
156
・
６
時
間
、
有
給
休
暇
は
平

均
で
５
・
７
日
の
低
取
得
率
で
あ
る
。
湖
北
病
院
は
21
名

（
平
成
18
年
）
の
常
勤
医
師
が
13
名
（
本
年
３
月
）
と
な
り
、

き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
過
重
労
働
環
境
改
善
に

つ
い
て
も
医
師
数
の
増
加
が
重
要
と
考
え
る
。

問問

問

答答
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第
９
次
長
浜
市
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

道
路
の
新
設
や
拡
幅
改
良
を
行
う
と
き
に
は
「
安
全

で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
既
存
歩
道
等
に
お
い
て
も
、

そ
の
形
態
や
幅
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
中
、
自

転
車
が
よ
り
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

幼
児
・
児
童
・
中
学
生

の
安
全
教
育
の
推
進
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

学
校
安
全
計
画
に
よ
り

警
察
や
交
通
安
全
協
会
等
の

関
係
機
関
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
や
関
係
市
職
員
等
、
地
域

の
方
と
も
連
携
し
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
講
堂
で
の
実
践
的
な
安
全
教
室
、
ビ
デ
オ
教
材
を

活
用
し
た
視
覚
的
な
指
導
等
、
参
加
体
験
を
取
り
入
れ
、

安
全
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

長
浜
市
自
転
車
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
問
う
。

第
９
次
長
浜
市
交
通
安
全
計
画
に
基
づ
き
、
市
道
・

啓
発
の
充
実
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど
自
転

車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
積
極
的
か

つ
着
実
に
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な

い
。

合
併
協
定
書
の
検
証
に
つ
い
て

事
務
事
業
の
調
整
で
未
着
手
ま
た
は
事
業
完
遂
不
可

項
目
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

１
市
６
町
の
調
整
項
目
は
197
項
目
、
前
回
の
合
併
と

合
わ
せ
る
と
630
項
目
と
な
る
。
調
整
終
了
項
目
は
617
項
目

で
あ
り
、
残
り
13
項
目
も
年
次
計
画
に
従
っ
て
順
次
進
め

て
い
る
。

合
併
基
本
計
画
の
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
合
併
後
の
新
長
浜
市
の
施

策
の
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
合
併
基
本
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
向
性
に
従
っ
た
事
業

展
開
を
現
在
も
続
け
て
お
り
、
軌
道
修
正
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
事
業
は
な
い
と
考
え
る
。

財
政
計
画
は
、
単
年
度
に
お
け
る
財
政
収
支
黒
字
化

な
ど
健
全
財
政
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
分
析
と
課

題
等
の
見
解
を
問
う
。

平
成
26
年
度
ま
で

に
人
件
費
10
億
円
、
公

債
費
13
億
円
、
扶
助

費
＋
物
件
費
で
７
億

円
、
合
計
30
億
円
を
改

善
し
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
合
併
特
例
措
置
分

の
50
億
円
を
解
消
し
、

歳
出
規
模
を
450
億
円
程

度
と
す
る
計
画
と
し
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

市
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
財
政
収
支
の

経
過
を
み
る
と
、
平
成
22
年
度
は
4077
万
円
、
平
成
23
年
度

は
１
億
4896
万
円
の
黒
字
。
平
成
24
年
度
は
3298
万
円
の
黒
字

の
見
込
み
で
、
平
成
24
年
度
末
の
国
保
財
政
調
整
基
金
残

高
は
３
億
5224
万
円
と
な
る
。
市
の
国
保
加
入
世
帯
は
１
万

7023
世
帯
（
平
成
24
年
３
月
末
）、
加
入
率
は
38
％
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険
は
憲
法
第
25
条
（
生
存
権
保
障
）
の
規
定

に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度
で
、
国
民
健
康
保
険
法
で
は
、

国
保
を
「
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
」
の
た
め
の
制
度
と

し
て
規
定
し
、
国
や
市
の
責
任
を
明
記
し
て
い
る
。
国
保

は
市
民
の
医
療
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
約
４
割
の
世

帯
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
で
あ
る
市
が
責

任
を
持
っ
て
、
市
民
の
た
め
の
国
保
を
財
政
的
に
支
援
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
平
成
23
年
度
15
％
、
平
成

21
年
度
10
％
も
国
保
料
が
値
上
げ
さ
れ
、
市
民
所
得
が
減

る
中
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
と
の
声

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
国
保
料
に
つ
い
て
、
国
庫
負
担

率
の
引
き
下
げ
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
や
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
保
険
料
を

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

保
険
制
度
の
原
則
は
、
加
入
者
同
士
の
相
互
扶
助
で

あ
り
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
慎
重
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
被
保
険
者
で
な
い
市
民
の

税
金
を
国
保
料
に
あ
て
る
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
を
得
に

く
い
。

山
岡
　
孝
明
議
員

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21)

問答問答 問答

問問問 答答答

答 問
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森
田
　
義
人
議
員

（
新
し
い
風
）

浅
見
　
信
夫
議
員

（
日
本
共
産
党
）

430

450

470

490

510

530

550

570

590

H18

546.3

512.7

553.6

572.1

557.2

499.0

485.8

503.8

513.4 510.9

452.5
448.3

461.2

477.7

467.7

505.1 504.7 

548.0

568.3
554.3

495.1
  485.0

498.7

507.8
500.9

443.6
439.4

451.7

471.1
460.9

H19 H23H20 H27 H28 H29 H30 H31 H32H26H25H21 H24H22

歳出 

歳入 

歳出歳入計画グラフ



合
併
後
の
３
年
間
の
検
証
と
今
後
に
つ
い
て

地
域
振
興
策
に
は
、
地
域
特
性
を
熟
知
し
た
支
所
職

員
が
関
わ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

自
治
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
、
支
所
・

本
庁
に
関
わ
ら
ず
、
関
係
分
野
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

今
後
の
支
所
の
あ
り
よ
う
を
問
う
。

数
年
後
に
は
窓
口
業
務
の
み
と
な
る
。

「
長
浜
ふ
る
さ
と
祭
り
事
業
」
で
の
一
体
感
の
醸
成

の
進
め
方
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
合
併
効
果

に
つ
い
て
問
う
。

昨
年
同
様
「
湖
北
・
長
浜
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
市
民

の
会
」
が
協
賛
金
を
一
括
し
て
集
め
、
広
報
と
協
賛
活
動

で
市
域
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
。
長
浜
の
認
知
度

を
最
大
限
に
活
か
し
、
集
客
交
流
人
口
の
増
大
と
地
域
文

化
の
継
承
・
発
展
を
図
る
。

山
間
・
へ
き
地
対
策
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
に
よ
る
災
害
時
の
体
制
づ
く
り
や
買
い

物
難
民
対
策
、
医
療
・
福
祉
対
策
を
問
う
。

「
地
域
防
災
計
画
」「
地
域
福
祉
計
画
」
に
よ
り
自

助
・
共
助
・
公
助
で
、
市
ぐ
る
み
の
協
働
体
制
で
取
り
組

む
。
今
年
度
は
「
定
住
」「
地
域
」「
安
全
・
安
心
」
な
ど

を
重
点
的
に
進
め
る
。
買
物
難
民
対
策
に
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。
医
療
・
福
祉
対
策
で
は
地

域
医
療
の
安
定
供
給
の
た
め
湖
北
病
院
の
医
師
確
保
や
経

営
健
全
化
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

防
災
危
機
管
理
課
の
仕
事
と
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
市
民
に
配
布
し
、
広
報
も
使
っ

て
周
知
し
た
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
当
に

市
民
は
知
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
図
上
訓
練
を
５
地
域
で

実
施
し
た
が
、
500
万
円
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

防
災
出
前
講
座
と
体
験
講
座
に
よ
り
約
2300
人
の
市
民

に
説
明
し
た
。
図
上
訓
練
は
５
地
区
211
人
の
参
加
が
あ
り

「
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

出
前
講
座
な
ど
、
自
治
会
等
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
実

施
し
て
い
る
レ
ベ
ル
で
は
仕
事
と
は
言
え
な
い
。
当
局
か

ら
も
っ
と
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
前
向
き
に
取
り
組
む
。

原
子
力
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
「
正
し
く
怖
が
る
」

と
い
う
原
子
力
防
災
の
基
本
を
市
民
に
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
し
な
い
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
防

災
計
画
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ヨ
ウ
素
剤
を
飲
ま
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
服

用
は
予
防
措
置
と
考
え
る
。

自
家
用
車
で
避
難
す
る
方
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。

渋
滞
を
心
配
し
て
い
る
が
、
余
呉
や
西
浅
井
で
は
考
え
ら

れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

国
・
県
の
指
針
に
合
わ
せ
な
が
ら
現
実
的
な
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

長
浜
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

長
浜
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
方
針
に
つ
い
て
問
う

伊
吹
山
へ
の
眺
望
に
も
配
慮
す
る
中
で
、
地
元
の
理

解
も
得
な
が
ら
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
進

め
て
い
る
。
南
街
区
、
東
街
区
、
北
街
区
は
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
有
し
、
３
つ
の
街
区
が
物
理
的
に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
で
繋
が
れ
、
人
々
が
快
適
に
過
ご
せ
る
公
共
空

間
と
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
デ
ッ
キ
の
豊
公
園
や
市
街

地
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

政
府
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向
と
本
市
に
お
け
る
農

業
を
始
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
今
後
に
つ
い
て

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
流
れ
だ
が
、
本
市
に
お

い
て
強
い
農
業
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
と
し
て
、
次

年
度
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
日
本
中
に
、
世
界

中
に
打
っ
て
出
る
可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
農
業
は
水
稲
、
麦
、
大
豆
を
基
幹
作
物
と
し

た
土
地
利
用
型
農
業
で
、
強
い
農
業
に
繋
が
る
施
策
と
し

て
、
水
稲
の
生
産
コ
ス
ト
縮
減
、
単
収
の
高
い
園
芸
品
目

や
特
産
農
産
物
の
推
進
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
当
初
予

算
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
補
助
、
学
校
給
食
用
野

菜
供
給
拡
大
の
機
械
購
入
補
助
、
新
規
事
業
と
し
て
農
林

漁
業
者
に
対
し
、
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
等
、
高
付

加
価
値
化
を
図
る
事
業
補
助
を
創
設
し
た
。

今
後
も
、
農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
強
い
農
業
に
向
け

た
取
り
組
み
を
引
続
き
推
進
し
て
い
く
。

問問 答答

問問答 答問 問答 答

問問 答答

問答問答
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石
田
　
節
子
議
員

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21)

伊
吹
　
正
弘
議
員

（
新
し
い
風
）

東
野
　
司
議
員

（
今
浜
会
）



新
生
黒
壁
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る

の
か
を
問
う
。

黒
壁
は
公
益
性
の
高
い

日
本
最
古
参
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
の
一
つ
で
あ
り
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
設
立
し
た
全

国
の
地
方
都
市
再
生
の
先
進

モ
デ
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
官
民
一
体
と
な

り
、
新
社
長
や
取
締
役
の
皆

さ
ん
と
協
議
さ
れ
た
新
た
な

経
営
方
針
お
よ
び
具
体
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
基
づ

き
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
効
果
的
で
魅
力
あ

る
施
策
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
必
要
な
交
通
環
境
整
備
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
と
郊
外
を
結
ぶ
交
通
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
問
う
。

本
市
の
道
路
計
画
に
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
道
路
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
り
、
具
体
的
な
整

備
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
市
域
が
拡
大
し
た
た

め
、
国
道
８
号
線
と
国
道
365
号
線
を
南
北
の
都
市
軸
と
し

て
、
そ
れ
ら
と
複
数
の
都
市
内
幹
線
道
路
と
有
機
的
に
結

ぶ
こ
と
で
中
心
市
街
地
と
郊
外
の
地
理
的
連
携
や
人
の
交

流
を
深
め
、
県
北
部
の
中
核
都
市
と
し
て
市
域
全
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
地
福
寺
神
照
線
の
整
備
に
つ
い
て

地
福
寺
神
照
線
の
早
期
着
工
を
問
う
。

新
庁
舎
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
駅
前
道
路
よ
り
南

Ｌ
＝
130
ｍ
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
１
月
の
新
庁
舎
完
成

に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
計
画
。
北
へ
の
整
備
Ｌ
＝
1100
ｍ
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
る
。

介
護
保
険
制
度
利
用
者
に
対
す
る
支
援
対
策
に
つ
い
て

日
頃
か
ら
被
保
険
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
ど
れ
ほ

ど
寄
り
添
っ
て
、
本
人
・
家
族
の
苦
情
や
相
談
を
ど
こ
ま

で
引
き
出
し
て
対
話
で
き
て
い
る
の
か
問
う
。

市
と
し
て
、
今
後
も
利
用
者
等
と
の
懇
切
丁
寧
な
関

わ
り
を
持
ち
、
事
業
所
へ
の
指
導
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
対
応
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

長
浜
病
院
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

来
年
度
、
長
浜
病
院
で
は
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
し
て
の
診
療
機
能
強
化
や
脳
・
心
臓
の
血
管
障
害
に

対
応
す
る
高
度
医
療
の
提
供
を
図
る
た
め
に
「
診
療
支
援

棟
」
の
建
設
に
着
手
、
市
民
が
さ
ら
に
質
の
高
い
適
切
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
建

設
に
よ
る
駐
車
場
不
足
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

駐
車
場
の
大
き
な
要
因
と
な
る
外
来
者
数
は
、
平
成

13
年
の
１
日
1800
人
を
ピ
ー
ク
に
現
在
で
は
1200
人
ま
で
減
少

し
て
い
る
。
新
た
に
所
有
敷
地
南
側
を
拡
幅
造
成
し
、
60

台
確
保
と
駐
車
場
区
画
見
直
し
を
実
施
し
46
台
確
保
し
対

応
す
る
。

体
罰
の
問
題
に
つ
い
て

管
理
指
導
で
子
ど
も
た
ち
に
結
果
を
求
め
す
ぎ
、
体

罰
行
為
に
及
ん
で
し
ま
う
指
導
者
の
資
質
向
上
が
求
め
ら

れ
る
。
市
と
し
て
の
対
応
を
問
う
。

中
体
連
で
競
技
種
目
ご
と
に
指
導
者
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
。
本
市
も
部
活
動
に
お
け
る
体
罰
防
止
の
研
修

会
を
実
施
し
て
い
る
。

一
貫
指
導
で
段
階
的
に
適
切
な
指
導
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

勝
利
至
上
主
義
で
、
子
ど
も
た
ち
に
過
剰
な
身
体

的
・
精
神
的
負
担
を
与
え
る
こ
と
は
発
達
面
か
ら
も
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
各
ス
ポ
ー
ツ
関
係
・
地
域

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

北
部
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

北
部
地
域
で
は
、
高
齢
化
と
地
域
雇
用
の
場
が
無
い

状
況
の
中
、
地
域
活
性
化
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

「
北
部
地
域
活
性
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地

の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
と
強
化
を
図
る
。
ま

た
特
産
品
の
研
究
を
進
め
、
６
次
産
業
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。「

交
藝
の
郷
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て
、
昨
年
開
催

し
た
余
呉
芸
術
村
の
成
果
と
課
題
を
活
か
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

昨
年
の
取
り
組
み
と
し
て
余
呉
各
地
域
で
作
品
を
展

示
し
た
。
反
応
も
良
く
、
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え

る
。
今
後
も
北
部
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答

問 問

問 問問 問

答 答

答 答答 答

問

問 問答

答

吉
田
　
豊
議
員

（
所
属
会
派
無
し
）

中
嶌
　
康
雄
議
員

（
新
し
い
風
）
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議
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会
）

黒壁１號館



４
月
か
ら
の
電
力
料
金
の
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
・
見

直
し
に
つ
い
て

４
月
か
ら
一
方
的
に
電
力
料
金
の
値
上
げ
が
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、
市
内
の
工
業
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会

等
に
今
度
の
大
幅
な
料
金
値
上
げ
が
経
営
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
至
急
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
考
え
が
あ
る
の

か
問
う
。

本
市
内
の
経
済
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
、
工
業
会
、
商
工
会
議
所
、「
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
」

と
も
協
力
し
て
生
の
声
を
聞
き
、
実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

市
内
工
業
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
結
果
を
受
け
、
県
市
町
が
連
携
し
て
、
国
、
関
西
電

力
に
、
４
月
か
ら
の
値
上
げ
凍
結
、
見
直
し
を
求
め
る
考

え
が
あ
る
の
か
問
う
。

平
成
25
年
度
よ
り
、
中
小
企
業
の
太
陽
光
発
電
等
の

設
備
導
入
を
支
援
し
、「
中
小
企
業
設
備
投
資
等
促
進
補
助

金
制
度
」
を
創
設
す
る
。
市
内
企
業
の
生
の
声
を
自
治
創

造
会
議
等
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
県
市
町
と
連
携
し
、

関
西
電
力
、

国
等
へ
地
域

企
業
の
生
の

声
を
で
き
る

限
り
伝
え
て

い
き
た
い
。

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

経
済
的
に
困
難
な
状
況
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち

が
お
金
の
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
学
校
で
学
ぶ
た
め
に
、

国
民
の
権
利
と
し
て
あ
る
の
が
就
学
援
助
制
度
で
あ
る
。

全
国
の
就
学
援
助
を
受
け
る
小
中
学
生
は
増
え
続
け
、
157

万
人
（
15
・
６
％
）
に
な
り
、
約
６
人
に
ひ
と
り
の
小
中

学
生
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
就
学
援
助
の
利
用
し
や
す
い

申
請
法
、
給
付
内
容
、
認
定
基
準
の
拡
大
な
ど
の
充
実
を

求
め
る
。

本
市
の
認
定
者
数
は
小
学
生
781
人
、
中
学
生
414
人
、

10
・
６
％
に
な
っ
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
い
申
請
書
の
作

成
に
つ
と
め
、
国
の
い
っ
そ
う
の
支
援
を
求
め
る
。

原
発
と
市
民
の
「
安
全
・
安
心
」
に
つ
い
て

市
が
原
子
力
事
業
者
と
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
協

定
案
は
、「
安
全
神
話
」
を
前
提
に
過
去
に
福
井
県
に
お
い

て
県
や
市
町
が
原
子
力
事
業
者
と
交
わ
し
て
き
た
協
定
を

ほ
ぼ
踏
襲
し
、
自
治
体
側
の
権
限
が
か
な
り
縮
小
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
建
設
後
40
年
を
経
過
し
た
老
朽
原
発
や
活

断
層
上
の
原
発
の
廃
炉
、
原
発
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
を
原
子
力
事
業
者
に
申
し
入
れ
、
協
議
、
協
定
化
が
な

け
れ
ば
市
民
の
安
心
安
全
は
守
れ
な
い
。

原
子
力
事
業
者
と
の
協
議
の
場
が
重
要
と
考
え
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い
て

「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
が
前
提
で
な
い
」
と
い
う
安

倍
首
相
の
発
言
は
国
民
を
欺
く
も
の
で
あ
る
。
公
約
違
反

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
対
す
る
市
長
の
所
見
を
問
う
。

内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
よ
り
前
提
条
件
が
変
わ
っ

た
。
現
時
点
で
は
公
約
違
反
と
は
判
断
で
き
な
い
。

平
成
24
年
長
浜
市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
に
つ
い
て

建
議
の
回
答
、
農
業
施
策
に
対
す
る
市
長
の
捉
え
方

に
つ
い
て
問
う
。

昨
年
10
月
に
農
業
委
員
会
か
ら
「
長
浜
市
農
業
施
策

に
関
す
る
建
議
」
と
し
て
７
項
目
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
建
議
は
、
市
内
の
全
農
家
の
意
向
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
た
貴
重
な
意
見
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
「
長
浜

市
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
地
域
ご
と
の
担
い
手

の
対
応
等
、
積
極
的
に
施
策
の
展
開
と
図
り
た
い
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
現
状
と
取
り
組
み
を
問
う
。

国
の
施
策
と
し
て
集
落
の
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題

を
集
落
ぐ
る
み
で
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
推
進
。
意
向

調
査
の
実
施
や
関
係
自
治
会
代
表
者
説
明
会
を
開
催
し
た
。

国
や
県
に
お
い
て
も
さ
ら
に
取
り
組
む
方
向
で
あ
り
、
25

年
度
も
周
知
に
努
め
、
地
域
農
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
に

尽
力
す
る
。
プ
ラ
ン
作
成
の
進
捗
率
は
昨
年
３
月
の
基
調

調
査
で
は
市
内
293
集
落
中
、
193
集
落
（
66
％
）
の
回
答
が

あ
っ
た
が
、
作
成
が
期
待
で
き
る
集
落
は
３
割
程
度
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
10
月
に
自
治
会
役
員
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
、「
広
報
な
が
は
ま
」
で
お
知
ら
せ
し
た
結
果
、

出
前
講
座
は
３
月
末
ま
で
で
40
回
を
予
定
す
る
。
ま
た
今

年
度
の
当
初
作
成
見
込
み
29
集
落
に
対
し
て
は
、
現
在
ま

で
に
７
集
落
、
６
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
、
３
月
末
ま
で
に

は
５
集
落
、
作
成
中
が
23
集
落
あ
る
。
ほ
ぼ
見
込
み
ど
お

り
と
考
え
る
が
、
今
後
も
地
域
に
出
向
き
、
現
状
認
識
と

将
来
展
望
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対

応
を
し
た
い
。

問 問答答

問答

問答問答

問問 答答
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藤
井
　
繁
議
員（

新
し
い
風
）

杉
本
　
敏
隆
議
員

（
日
本
共
産
党
）

田
中
　
伝
造
議
員（今

浜
会
）

関西電力の料金加算イメージ



今般、市議会の活動に関する市民の皆さんの声・ご意見を反映し、さらに議会を活性化させることを
目的として、市議会の活動に関するアンケート調査を実施しましたところ１，５７６通の回答をいただ
きました。ご協力いただきましたことに対し、厚くお礼申しあげますとともに、その速報をお知らせい
たします。また、自由掲載欄にたくさんの意見(８項目で１,９２９通)をいただきました。市民の皆さま
からの貴重なご意見として協議してまいります。

※調査方法・状況 １．調査地域　　長浜市全域
２．調査対象　　２０歳以上の市民
３．調※方法　　郵送による無記名アンケート調査
４．調査期間　　平成２５年１月２２日～２月２８日
５．回収数　　　１，５７６通　　　回収率　３１．５２％

★集計表の見方 １．この報告書においては、各質問に対する回答を単純集計しています。
２．設問の中には複数回答設問があり、回答数が全体の回答数を上回っているものがあります。
３．構成比・回答率は、小数点以下は四捨五入しています。

※グラフ中数字は回答数と割合(％)

アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました。

◆市議会への関心

◆議会の活動内容の全体的評価は ◆議会を視聴したことは
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無回答 
9(1％)

関心がない 
137(9％)

少し関心がある 
658(42％)

あまり関心がない 
426(27％)

関心がある 
346(22％)

活発になった 
52(3％)

変わらない 
236(14％)

何をしているのか 
見えない 
623(38％)

身近に感じる 
96(6％)

その他の理由 
133(8％)

分らない 
509(31％)

傍聴したことがある 
51(3％)

傍聴し、 
インターネット中継も 
見たことがある 
26(2％)

傍聴したり、インターネット中継を 
 見たことはない 
1,358(86％)

無回答 
20(1％) インターネット中継を 

見たことがある 
121(8％)

大いに評価する 
26(2％)

ある程度評価する 
546 (35%)

あまり評価しない 
320(20％)

全く評価しない 
86(6％)

分らない 
582(37％)

無回答 
16(1％)

◆合併前後の議会はどのように



◆市民の意見は議会に反映されているかどうか ◆市議会だより(年4回発行)は

◆議会・議員の活動は公開、知らされているか

◆市民の声を市政に反映する必要な取り組みは
(複数回答)

◆市政に関する請願を議会に提出できることを

◆議会や議員の情報はどこから(複数回答)

ながはま市議会だより11

分らない 
747(47％)

全く反映されていない 
97(6％)

あまり反映 
されていない 
369(24％)

おおむね 
反映されている 
334(21％)

無回答 
20(1％)

十分反映されている 
9(1％)

知らない 
864(55％)

無回答 
71(5％)

知っている 
641(41％)

議会の委員会などが 
各地域に出向き、 

市民と意見交換する機会 
705(32％)

議会情報の積極的な提供、 
公開 

 676(30％)

本会議や委員会などの場で、 
議会の要請により市民が 

参考人として意見が言える機会 
250(11％)

その他の理由 
119(5％)

インターネット、 
ＦＡＸ等の簡便な方法で 
議会に意見や要望が言える 

システムの充実 
478(22％)

おおむね 
知らされている 
639(41％)

無回答 
49(3％)

全く 
知らされていない 
101(7％)

十分知らされている 
35(2％)

あまり 
知らされていない 
752(48％)

市議会ホームページ  
84(4％)

新聞 
301(15％)

議員 
129(7％)

入手していない 
220(11％)

入手方法を知らない 
141(7％)

議会だより 
1,119(56％)

その他の理由 
108(7％)

読んでいる 
573(35％)

読んでいない 
248(15％)

関心がある記事は読む 
708(43％)

アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました。



アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました。
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大いに果たしている 
13(1％)

分らない 
795(51％)

全く果たしていない 
 69(4％)

あまり 
果たしていない 
282(18％)

おおむね 
果たしている 
352(22％)

無回答 
65(4％)

行政に対する 
監視のチェックの 

強化 
471(20％)

議員による政策の立案や 
条例の提案 
258(11％)

市民が議会や議員に 
意見を述べられる機会の提供 

711(30％)

その他 
130(6％)

議会や議員の 
活動情報の 
積極的な 
提供、公開 
798(34％)

 

◆市議会は行政のチェック機関として機能を ◆特に力を入れるべき議会改革は(複数回答)

市連合自治会理事の皆さんと意見交換をしました。
長浜市議会では、「議会の機能の強化」や市民視点での「分かりやすい議会運営」ならびに１２

万都市として、市民に「身近で信頼される議会」をめざして議会改革を進めています。

今般、各地域の代表としてご尽力していただいている市連合自治会理事（各地区連合自治会長）

の皆さんと、市議会の活動に関する忌憚のないご意見やご提案などをお聞きし、さらに議会活動の

活性化を図り、市民福祉の向上を進めるため「市議会の活動に関する意見交換会」を２月２７日に

実施しました。

まず本市議会の活動や機能、進めている議会改革の状況

などを説明し、その後に自由に意見交換をしました。

参加された皆さんからは「合併後の連帯感、一体感を醸

成するまちづくりとは」「地区連合自治会と地域づくり協議

会と議会の関係のあり方は」「興味をひき、解りやすい広報

（議会だより）を」「地域の声を議会に吸い上げる機会を」

「地域代表のイメージを無くしていくようにするには」など

多岐の分野にわたる意見交換を行いました。

今回は、議会という組織では初めての試みで、厳しいご

意見もいただきましたが、たいへん貴重な機会と感じてい

ます。今後もこのような機会が設けられるよう議会での協

議を進めてまいりたいと思います。

ご協力いただきました地区連合自治会長様、ありがとう

ございました。



平成25年長浜市議会第1回定例会議決結果表 平成25年長浜市議会第1回定例会議決結果表 
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○



議会の会議を傍聴しませんか
本会議や委員会は、どなたでも傍聴することができます。市民の皆さんから選ばれた議員の活動や市政の
動きを知るためにも、ぜひ傍聴にお越しください。
４月１８日（木）定例常任委員会　　　　６月１２日（水）～１４日（金）一般質問

１０時～　産業建設常任委員会　　６月１７日（月）産業建設常任委員会
１３時～　健康福祉常任委員会　　６月１８日（火）健康福祉常任委員会
１５時～　総務教育常任委員会　　６月１９日（水）総務教育常任委員会

５月１６日（木）定例常任委員会　　　　６月２１日（金）６月定例会閉会日
１０時～　産業建設常任委員会　　７月１８日（木）定例常任委員会
１３時～　健康福祉常任委員会　　　　　１０時～　産業建設常任委員会
１５時～　総務教育常任委員会　　　　　１３時～　健康福祉常任委員会　　

６月　３日（月）６月定例会開会日　　　　　　１５時～　総務教育常任委員会
※（日程は変更される場合があります） ８月　８日（木）臨時議会

この他にも随時、議会運営委員会等が開催されます。詳しくはホームページまたは議会事務局でご確認ください。
→　　　　　　→
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▼
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
で
は

新
年
度
に
向
け
た
市
政
運
営
に
関
す
る

市
長
所
信
が
述
べ
ら
れ
、
新
年
度
予
算

等
、
多
く
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
市
長
の
任
期
と
し
て
は
最
後
の
年
度

で
あ
り
、
ま
た
合
併
４
年
目
と
し
て
、

そ
の
効
果
を
実
ら
せ
る
総
仕
上
げ
の
年

度
と
な
り
ま
す
。
新
年
度
予
算
に
お
い

て
は
国
の
補
正
予
算
等
を
活
用
し
、
未

来
創
造
に
向
け
た
積
極
的
な
予
算
編
成

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
昨
年
末
に
激
的
な
政
権
交
代
が
あ
り
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
景
気
が
上
向
く
よ

う
な
報
道
と
期
待
感
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
不
安
要
素
も
多
く
あ
り
、
本
市
も

厳
し
い
行
財
政
運
営
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
年
度
予
算
が
確
実
に
効
果
あ

る
活
用
を
さ
れ
る
よ
う
議
員
一
同
が
き

ち
ん
と
審
議
し
、
本
年
度
も
議
会
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

な
が
は
ま
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.city.n

ag
ah
am
a.s

hig
a.jp
/ind
e
x.cfm

/6,0,31,htm
l

先進市等の事業を常任委員会で視察しました先進市等の事業を常任委員会で視察しました
総務教育常任委員会では、政策提案等に資するため、次のとおり行政視察を実施しました。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
行
政
視
察

◆
視
察
日
　
２
月
６
日
〜
７
日

①
神
奈
川
県
藤
沢
市(

行
政
評
価

制
度)藤

沢
市
は
、
住
宅
・
産
業
・

文
教
都
市
・
観
光
都
市
と
し
て

の
性
格
も
併
せ
持
つ
湘
南
の
中

心
都
市
で
約
42
万
人
（
県
内
４

位
）
の
都
市
で
す
。
東
京
か
ら

50
km
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

年
々
人
口
が
増
加
し
、
現
在
も

微
増
の
状
況
で
す
。

藤
沢
市
で
は
、
行
政
事
務
事

業
を
統
一
的
手
法
で
評
価
す
る

こ
と
に
よ
り
行
政
運
営
の
改
善

お
よ
び
市
政
を
透
明
に
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
平
成
14

年
度
か
ら
行
政
評
価
制
度
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

行
政
事

務
事
業
の

経
費
や
性

格
を
客
観

的
な
デ
ー

タ
に
基
づ

い
て
把
握

し
、
最
少

経
費
で
最

大
効
果
を

上
げ
る
視

点
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図

り
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
、
市

民
協
働
の
行
政
運
営
へ
の
転
換

を
図
る
基
礎
資
料
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

②
東
京
都
町
田
市(

公
会
計
制
度)

公
会
計
制
度
に
は
平
成
24
年

４
月
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
13
年
度

か
ら
貸
借
対
照
表
や
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
を
作
成
さ
れ
て
お
り
、

導
入
の
素
地
が
あ
り
ま
し
た
。

公
会
計
制
度
は
、
既
に
総
務
省

と
東
京
都
が

導
入
し
て
お

り
、
そ
の
２

つ
を
比
較
検

討
し
、
合
作

し
た
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
で

す
。
行
政
評

価
制
度
に
し
て
も
公
会
計
制
度

に
し
て
も
、
行
政
事
務
事
業
の

成
績
や
財
政
状
態
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
理
解
し
や
す
い
も

の
と
し
て
い
く
か
と
い
う
手
法

で
す
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
行

政
に
対
す
る
市
民
の
理
解
度
を

深
め
、
ひ
い
て
は
市
民
参
加
を

促
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

本
市
も
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
（
仕
事
・

職
員
・
組
織
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
判
り

に
く
い
行
政
事
務
事
業
を
客
観

的
視
点
で
評
価
す
る
仕
組
み
は

あ
り
ま
す
。
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
で
あ
る
議
会
と
し
て
も
、

透
明
度
の
高
い
行
財
政
運
営
の

表
し
方
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
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